
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師９
０％以上

・朝の時間や家庭学習を中心に三文作りに取り
組む。
・ノーメディア・家読週間を設定する。
・校内研において「学習習慣の確立」「授業展開
の確立」を中心におき、取組の促進を図る。

A

・各学年の実態に応じて取り組んでいる。
・9月は家読実施率が100％を達成した。
・夏休み中に各部で掲示物を作成し、日々の授
業に活用することができている。

B

・授業において「学習習慣の確立」「授業展開の確立」
を図ることができ、学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を教師全員が概ね達成できた。
・各学年家庭学習を中心に三文作りの取組ができた。
・ノーメディア・家読週間は各月取り組むことができ、達
成率は月平均89％であった。

A

・成果指標を達成しているので「A」でよいと思
う。
・家読については、地域全体でも推進していき
たい。

学習部
図書主任
図書事務補

○算数科を中心とした確かな学力の定
着

○既習内容を基に、自力解決を目指す
児童８０％以上

・低中高グループで、算数科の全体授業研を行
う。
・スキルタイムを活用し、基礎基本の定着を図
る。

A
・順調に授業研を行うことができている。
・各学年の実態に応じてスキルタイムの実施が
できている。 A

・スキルタイムを実施し、基礎基本の定着に繋げること
ができた。eライブラリーの活用もできた。
・児童アンケートで、「問題をとくときには、これまでの
学習をもとに自分でとき方を考え、とけるまでがんばろ
うと努力することができている」と児童の99％が回答し
た。

A
・ICTの活用が積極的に行われているのが分
かった。
・児童アンケートで自力解決を目指す児童が
99％というのは大変すばらしいと思う。

学習部
研究主任
学力向上コーディネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○あいさつ自己チェックによる進んで挨
拶ができる児童90％以上、生活アン
ケートによる相手を思いやる言葉遣いが
できる児童90％以上

・子どもを中心とした「あいさつ自己チェック」
を実施する。
・自己肯定感を高める取組（特技集会）を行
う。 B

・年度当初から呼びかけを行っている。進展もみられた
が、徹底したとまでは言えない。新型コロナウイルスの感
染拡大により、１学期は自己チェックが不十分だった。下
期は、これを中心に強力に取り組んでいきたい。
・特技集会で全児童が発表をし、自己肯定感を高めると
ともに、友達の新たな一面を発見するよい機会となった。

B

・年度当初から呼びかけを行い、「元気な挨拶ができている」
と児童の94％が回答した。１学期は自己チェックが不十分
だった反省点があったので、２学期からはFormsで、「あいさ
つ合言葉」の観点ごとに、自己評価を行うことができた。
・各学級で善い行いをほめる活動に、年間を通して取り組
み、自己肯定感を高めることができた。「友達に思いやりのあ
る言葉づかいで接することができた」と児童の92％が回答し
た。

A

・成果指標の90％以上は達成できている。
・地域でもよく挨拶をしている。交通指導等で
立っていると、子どもたちは挨拶がよくできる
ようになってきたと感じる。
・特技集会など、児童が自信をもつ機会とな
り、よい取り組みだと思う。

生活部
特活部

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○保護者アンケートの「いじめに対する
学校の取組」の評価を85ポイント以上

・心のアンケートと個別の面談を定期的に行
い、早期発見に努める。
・職員連絡会で気にしたい子の報告をして共
通理解を図って対応する。 A

・気になる子への対処はよくできている。職員間の連
絡も十分行われていて早期対応ができている。
・心のアンケ―トを毎月実施することで、児童の悩み
や不安の把握に務め、その都度対応をしている。 A

・心のアンケ―トを毎月継続して実施したことで、児童
の悩みや不安に気付くことができ、その都度対応する
ことができた。１月の心のアンケートでは、「学校が楽し
かった」と回答した児童は90％、「あまり楽しくなかっ
た」は10％、「全く楽しくなかった」は0％であった。
・保護者アンケートで、「わが子はいじめを受けていな
い」と回答した保護者は92％であった。

A

・いじめをなくすために、学校がさまざまな手
立てを取っておられることが分かった。今後も
こういった取組を継続していってほしい。
・心のアンケートで早く子どもたちの様子（変
化）をキャッチできるのはよい。

教頭
生活部

◎めあてをもって学習活動や学校行事
等に取り組む児童の育成

○行事等では自分のめあてをもって取り
組むと回答する児童90％以上

・キャリアパスポート等を活用し学習や行事
にめあてを決めて取り組ませ、達成に向け
て努力するよう声を掛ける。
・振り返りをさせ、全校放送や学級通信など
で紹介する。

A

・学年ごとに運動会や学期初め等めあてを決めて取
り組ませている。また、行事等で、めあてや意欲を
もって取り組んでいけるよう、児童の考えを積極的に
取り入れた活動を実施した。 A

・年間を通して、学年ごとにめあてを決めて取り組
ませたり、振り返りを学級通信等で紹介をしたりす
ることで、「学校行事や学習では、自分のめあてを
もって取り組むことができた」と児童の96％が回答
した。

A

・行事や学習に自分のめあてをもって取り組
んでいくのは、とてもよいことだと思う。
・自分のめあてをもって取り組んでいる児童が
96％おり、このことが活動に対する意欲につ
ながっていると思う。

特活部
各担当
各担任

●望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成

●「健康に食事は大切である」と
考える児童100％

・「健康に食事は大切である」と児童が認識
するような取組を委員会で行う。
・給食試食会や健康教育の授業を行い、保
護者も巻き込んだ取組を行う。
・栄養教諭と担任が連携して、食育の授業を
行う。

B

・栄養教諭と担任が連携し、食育の授業を参観日
に行い、保護者も巻き込んだ取組を行うことがで
きた。給食試食会は、今年度コロナの影響で中止
になった。
・「健康に食事は大切である」と児童が認識するよ
う給食週間を利用し委員会で、掲示物等を計画し
ている。

A

・栄養教諭と担任が連携し、１～４年生で食育の授業を
実施した。また、給食週間には、全校に給食について
の講話を行った。それにより、児童の健康的な食生活
を送ろうという意識が向上した。
・給食週間中の児童保健委員会の目標を「残さず感謝
して食べよう」として、毎日の放送で呼びかけた。
・「『健康に食事は大切である』と考え、好き嫌いせず食
べる努力をしている」と児童の95％が回答した。

B

・努力は十分にされているが、成果指標に届
いていない。（目標100％が高すぎる）
・食育は大切なことなので、今後も指導を継続
していってほしい。

保体部
食育指導担当

○目標をもって体力づくりに取り
組む教育活動

○天気のよい日には外遊びをした
り一輪車の練習をしたりするなど、
進んで運動ができる児童90％

・体育委員会主催で、スポーツ・レクリエーション
を行う。
・健康タイムで一輪車の練習をしたり縄跳びをし
たりして、児童の運動への意欲を高める。
・昼休みに一輪車の遊具を出したり、一輪車
カードを作成したりして、楽しく遊べるようにす
る。

B

・体育委員会主催で、１学期に綱引き、２学期に玉入れを
行い、縦割り班で楽しく活動をすることができた。運営に
ついても委員会の児童で自主的にすることができた。
・健康タイムで一輪車の練習をし、児童の運動意欲を高
めることが少しずつできている。
・外遊びをする児童がやや少ない。昼休みにもっと外で
遊べるよう○○週間などを企画し、呼びかけるようにす
る。

B

・年間を通してスポーツフェスタを計画的に実施でき
た。また、練習の仕方や盛り上げ方なども考え、児童
主体で活動することができ、次年度へのつながりもす
ることができた。
・外遊びについては、積極的な声かけができず、「外遊
びや運動を進んでしている」と回答した児童は87％で
あった。来年度は、もっと外で遊べるよう○○週間など
を企画し、呼びかけを行っていく。

B

・地域でも外で遊んでいる子を見かけることは
少なく、自由に遊べる場所も少ない。
・バス通学になり、登下校で歩くことも減ってし
まったので、学校でもできるだけ運動する機
会をつくってほしい。
・スポーツフェスタはよい取組である。

保体部
体育主任

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・業務記録票を基に勤務時間の管理を行
い、業務支援が必要な職員に対しては級外
等による支援を行う。
・定時退勤日の実質的な実践をする。
・行事等の内容・方法の精選を行う。

A

・時間外勤務時間の上限を、ほとんどの職員が遵守でき
ている。また、必要な個別支援もできている。
・働き方改革を考える職員研修会を開くことで、職員の意
識を高めることができ、超過勤務時間の縮減につながっ
ている。
・授業や職員研修会、児童アンケート等でICTを活用する
ことにより、業務の効率化を図ることができている。

A

・時間外勤務時間の上限をほとんどの職員が遵守で
き、前年度比９％の削減ができた。
・行事の目的と効果をはっきりとさせることで、行事精
選を進めながらも、一つ一つの行事を充実したものに
することができた。
・定時退勤日は、急な対応事案等がない限り、概ね実
施できている。

A

・以前は休日出勤をよく見かけていた。
・昨年度以上に時間外勤務の削減ができてい
るようでよかった。
・働き方改革を考える職員研修会を開き、職
員がさまざまな意見を出しているところがよい
と思う。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校

○地域人材を活用した教育活動
の推進

○校区の「人・もの・こと」に愛着をもち、
大切にしていきたいと感じる児童90％以
上

・年間カリキュラムを見通し、地域と連携した
効果的な教育活動を計画する。
・町の協力を得て地域人材のリストを作成
し、職員間の情報共有を図る。また、地域素
材の発掘にも力を入れる。

B

・地域素材の発掘に力を入れ、教科と関連させた学
習を展開することができている。お世話になった方
や事業所等は、その都度リストにまとめている。
・読み語りボランティアの会の立ち上げができた。参
加者を増やしていくため、今後も呼びかけていく。
・ゲストティーチャーとして学校に招いた方が少ない
ので、地域人材の活用に更に力を入れていく。

A

・読み語りボランティアの会を立ち上げ、全区民に参加
の呼び掛けを行った。まだ人数は少ないが、今後も呼
びかけを続け、地域との連携を深めていきたい。
・児童は地域のよさを感じ取り、アンケートでは約95％
の児童が、「これからもずっと地域の人・もの・ことを大
切にしていきたい」と回答した。
・年度後半は、ゲストティーチャーとして学校に招く方が
増え、地域人材の活用が活性化した。

A

・学習や行事において地域と連携した活動を
積極的にされていたと思う。
・今年度は、「花いっぱい運動」を地域と学校
で協力してできたのがよかった。
・何か地域でできることがあれば協力していき
たいので言ってほしい。

教務主任
各担任
教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・成果指標の設定に際し、具体的な行動や結果の数値目標を設定し、育てたい児童の姿をしっかりとイメージしながら指導に当たるようにした。全体的な評価結果として、全ての項目でＡまたはＢの評価となり、一定の成果が上げられたと考える。
・いじめ問題への対応では、アンケート調査や個人面談などで早期発見、早期対応に努めることができた。また、特技集会などの取組により、児童の自己肯定感を高めることができた。前年度までの課題であった「元気な挨拶」については、年間を通して様々な手立てを打ったこと
により児童の意識の高まりが見られた。次年度は、今年度の取組を継続するとともに、更なる方策を取り入れていくことで自分から気持ちのよい挨拶ができる子を育てていきたい。
・今年度は、地域の素材を生かした学習活動にとくに力を入れた。一年を通して、地域の方々との積極的な交流ができ、地域のよさを感じ取っている児童も多い。次年度も取組を継続し、活動の充実を図っていきたい。
・中間評価を適切に実施し、ＰＤＣＡサイクルを効率的に循環させることで、学校教育目標の達成に向けて、教職員、保護者、地域の方々がかかわりを深めながら取り組んでいけるようにしたい。

学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

２　学校教育目標 　　　　は：励んで光る　　た：愉しんで光る　　つ：つながって光る

３　本年度の重点目標 　　　行動目標「３つの玉みがき」に取り組むことで、たくましく未来を切り拓く児童を育成する。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 伊万里市立波多津小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上については、国語科の研究を中心に研究授業やその後の授業研究会、また、日常的な三文作りや読書指導を行い、一定の効果を上げることができた。

・いじめ問題への対応では、アンケート調査や個人面談などで早期発見、早期対応に努めることができた。また、特技集会などの新たな取組により、児童の自尊感情を高めることができた。元気な挨拶や返事については課題が見られるため、具体的な方策を

検討していく必要がある。


